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研究成果の概要（和文）：本研究では、インバウンド時代となり、これまで十分評価が行われていない我が国の
特に農村部における観光活動について、そのホスピタリティを考慮して、その効率性およびそれに作用する経営
的および経営外の要因を解析すべく、実証的かつ計量的な研究を行った。その結果、中国人観光客の場合では、
日本のおもてなしを評価しており、リピーター化していること、また全国の国際観光旅館を対象とした経営効率
性を計測し、リーマンショック後の回復過程が小規模経営で遅く、効率性が拡大していることが判明した。

研究成果の概要（英文）：This study address the effciency of tourism and hospitality activities 
mainly in rural areas and investigated factors working on that underthe inbound promotion period 
because the effciency of these activities has not been conceptually and emprically evaluated. The 
study reseults revealed that Chinese tourists positively evaluated Japanease Hospitality and come 
back again.From the estimation results of efficiency of Japanease Ryokan facilitites, it was 
clarified that the gap between large and small sized ryokans were widening after the Lehman shock 
due to the slower recovery among the samll sized than the large size   
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、これまで行われていない主に農村地域を対象とした観光事業体の効率性について、計量的モデルに
より評価した。その際、これまで農業分野では十分考慮されてこなかった、ホスピタリティの観点を考慮して、
食と農に関わる観光・ホスピタリティ経営活動に作用する経営的要因。経営外の要因について解析を行った点
で、その社会的な意義がある。特に、経営者が観光活動にふさわしいアイデンティティを形成することが経営の
効率性に重要であることを明らかにした点での意義は大きく、世界的にも例のない研究成果である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 我が国では、観光立国が政策目標とされ、外国人観光客、いわゆるインバウンド観光の振興が
図られている。その結果、有名観光地には外国人観光客が押し寄せているものの、一般の純農村
部では、いかに外国人観光客を引き寄せるのかが重要な課題となっている。他方で、農村部にお
ける食と農に関する観光・ホスピタリティ活動の効率性に関する実証分析は、はなはだ不十分で
ある。今後の農村部におけるインバウンド観光振興とその持続的発展にとって経営効率性を明ら
かにすることは、その振興策の設計に必要となる条件といえる。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、これまで本格的な分析が行われてこなかった、我が国の主として農村部にお
ける食と農に関する観光・ホスピタリティ活動の効率性に作用する経営的要因や経営外の要因に
ついて実証的・計量的に解明するとともに、効率性に作用する経営者のアイデンティティの問題
にも分析を加えて、より効率的な経営に向けた課題を展望する。 
 
３．研究の方法 
本研究課題では、農村部を中心とする食と農に関する観光・ホスピタリティ活動の効率性に関

する経営的要因および経営外の要因について、訪問聞き取り調査、web アンケート調査などに
よりデータを経営者から収集して、統計的な分析手法により実証的に解析するとともに、我が国
独特の宿泊施設である旅館の効率性を計測して、その変化の実態を明らかにする。さらに、経営
者のアイデンティティの違いにより経営効率性に、どのような違いがあるのかを計量的に解明す
る。 

 
４．研究成果 
(1) 我が国のインバウンド観光需要で最も大きなシェアを占める来日中国人観光客に対して、

地方空港である茨城空港を利用する上海からの来日便乗客を対象に、日本のおもてなしに
対する面接法によるアンケート調査を行い、日本のおもてなし要因として、親近感、過ご
しやすさ、効率の良さ、丁寧さの 4 つの要因で構成されると考え、その印象変化を訊ねた。
このアンケート調査結果から、訪日旅行回数を被説明変数とするポアソン回帰分析を適用
して解析した。計測結果から、日本のおもてなしに対する印象変化は、4つの要因において
それぞれ正で有意な結果となり、中国人旅行者の訪日回数を促進する要因として、日本流
のおもてなしが大きく作用していることが示された。 

(2) 我が国独特のホスピタリティを提供する旅館の経営効率性について、WindowDEA という時系
列の評価が可能なモデルで比較を行った。その結果、リーマンショックや東日本大震災以
後、特に、小規模経営では効率性が低下しており、経営規模間での格差が拡大しているこ
とを実証した。地域別にみると、北海道が最も効率的であり、その原因として魅力的な観
光資源の存在や外国人観光客の増加があることを指摘した。今後の支援策としては、小規
模経営に対する経営能力向上の取り組みが重要といえる。 

(3) 農村レストラン経営者への web アンケートの結果から、その経営者意識を条件付きロジッ
トモデルにより解析した結果、メニュー・おいしさ・外装やインテリアを重視し、かつ、
リピーターが多い点で「顧客が満足する経営」への指向を有すると考えられるレストラン
経営者の満足度が高いということを、統計的に検証した。特に、食事のおいしさは経営者
の経営満足度に、最も影響を与えている要因であることが判明した。 

(4) 鳥取県智頭町における森林セラピーリーズムを対象として、その生理的・心理的効果につ
いて、実証した結果、森林セラピープログラムの参加により血圧の低下とその効果が数日
継続すること、そして心理面でのストレス軽減の効果がみられ、その効果も数日継続する
ことを、解明した。しかし、高齢化の進展で、新たな民泊世帯の確保が困難になってきて
いる。その対策として、新規移住者の民泊提供、都市部の企業による研修プログラムの実
施、他地域の温泉地域との広域連携などが試みられていることが明らかとなった。 

(5) 酪農教育ファームの後継者世代を対象としたアンケート調査結果から、ＤＥＡモデルを構
築して、酪農教育ファームの活動水準と酪農生産との二つの部門を考慮した経営効率性の
評価を行った。その結果、酪農挙育ファームの活動水準の高い経営ほど経営効率性の高い
ことが判明した。この違いは、経営者のアイデンティティの違いに起因すると考えられる。 

(6) 東日本大震災での被災した農家民宿を含む東方地域の宿泊施設へのアンケート調査結果か
ら、営業再開に至る要因について、計量的な解析を行った。その結果、個人・家屋経営で
あるほど営業再開に時間がかかること、また復興工事関係者の受け入れしているほど、宿
泊高速道路 ICからの距離が短いほど再開が早いことが判明した。今後、復興需要が縮小す
る中で、オリジナルな地域資源を活用した活動や、ダークツーリズムなどの教育的活動の
重要性が増すと考える。 

(7) 東京スカイツリー周辺に立地する飲食店への、スカイツリー開業による飲食店の経営面へ
の効果について経営者へのアンケート調査結果から、計量的に解析した結果、400m 圏内で
経営上の便益をより受けていることが判明した。また、ネット系の食べログや SNS 等の利



用の有効性が確認されたため、新しいメディア活用も新規客獲得に有用であるといえる。 
(8) 農村ツーリズムにおける女性の役割について考察して、農村ツーリズム発展にとって女性

の感性や能力が、農村ツーリズムにより発揮開花されることを明らかにするとともに、家
事育児の負担から女性農業者の満足度が男性に比べて低いことを指摘した。 

(9) NPO によるコミュニティ・ベースな農村ツーリズムの取り組みについて、宮城県栗原市の事
例分析を基に、地域の生活文化に基づく体験活動の開発と提供で、地域内外のネットワー
クを構築しているその特徴と課題を明らかにした。 

(10) 酒蔵を活用した酒蔵ツーリズムを実施している酒蔵へのアンケート調査結果に基づき、経
営者の意識とそれに作用する経営的要因を順序ロジットモデルで計測を行った結果、酒蔵
の規模により、その姿勢が異なり、小規模酒蔵の方がよりツーリズムに積極的であること
が判明した。 

(11) 旧八幡製鉄に代表される産業観光で有名な北九州市を対象として、産業観光に対する認知
度を福岡市内でのアンケート調査結果から順序ロジットモデルにより計量的に分析して、
その標的需要層の特徴として文化的な事柄に関心の深い市民層であることが判明した。 

(12) 有機農産物を食材としている飲食店(有機レストラン）へのアンケート調査結果に基づき、
レストラン経営に関して、主観的な経営状況評価、客観的なその回転率、および有機食材
の使用割合について、計量的に解析した結果、一般的な飲食店と同様、立地条件・味・メ
ニューなどの要因が経営状況にとって重要であること、回転率では女性へのターゲティン
グや経営者の有機食材への意識の高さなど、特有の要因が作用していることが判明した。 
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